
【災害発生時に教職員が果たすべき役割を教職員間で共通理解を
図る研修】

地震発生時の児童生徒の安全確保のために
－あらゆる事態を想定して－
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在校中の地震発生に備え，あらゆる事態を想定し，教職員
が果たすべき役割を教職員間で共通理解する中で，危機
管理意識の向上を図り，児童生徒等の安全確保の徹底及
び，実効性のある防災マニュアルへの見直しに活かす。

１．研修の目的

【この演習を通して】

○全教職員が災害時の役割を共通理解することで，意識向上につながる。

○あらゆる事態を想定した対策をとっていれば，災害時の臨機応変に対応につ
ながる。

○マニュアルの内容を再認識し，新たに記載しておくべき点を明らかにできる。

○担当教職員の不在時の対応に活かせる。

○学校災害対策本部の各班の連携が大切なことに気付くことができる。 など
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（１） 《 説明 》研修の進め方【３分】

（２） 《ステップ１》災害の状況設定をもとに，在校中での地震発生時から児童生徒の下校
（引き渡し）までに，考えられる状況を，各自がポストイット（付箋）に記入
【７分】

（例）

（３） 《ステップ２》班内で，ポストイットに書いた内容について，対策が必要な点を確認
【７分】 （班長司会）
※「防災マニュアルの在校中の対応」のページを模造紙大にしたものに
対策が必要な点を書き加える。

（４） 《ステップ３》全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】 （副班長発表）
※対応や役割として新たに備えておくべき点等を確認する。

（５） 《ステップ４》各班ごとの役割等を確認【５分】 （班長司会）

（６） 《まとめ》学校防災体制の一層の充実に向けて【１分】

２．進め方

避難途中，余震により，廊下のガラス破損
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３．災害の状況設定

【災害の状況】
発生日 令和３年１２月８日（水）
発生時間 午前１１時３０分（４校時目）
地震の震度 震度７ （その他追加する状況を記載）

平成28年熊本地震時の被害状況東日本大震災時の被害状況

【出典：熊本地震デジタルアーカイブ／栃木県】仙台南高校 熊本高校

（参考）

震度７の状況・・・立っていることができず，はわないと動くことができない。固定していない家具のほとんどが移動したり倒れたり

し，飛ぶこともある。壁，梁，柱などの部材にひび割れ，亀裂がさらに多くなる。大きな地割れが生じることがある。

（気象庁ホームページより）
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災害の状況設定をもとに，在校中での地震発生時から児童生徒
の下校（引き渡し）までに，考えられる状況を，各自がポストイットに
記入。【７分】

《ステップ１》

避難途中，余震により，廊下のガラス破損

地域の被害状況が甚大で，下校できない

車いすを使っている生徒が避難できない

【例】

・避難途中に考えられることとして

・下校判断時に考えられることとして

・配慮を要する子どもの対応として

※児童生徒や教職員，建物や非構造部材，地域の状況に関する
ことであらゆる事態を想定して考える。
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《ステップ２》

（例）

学校等周辺や
生徒の居住す
る地域の被害
状況を考慮す
ることを加筆

「余震も
考慮し」
を加筆

班内で，ポストイットに書いた内容について，対策がとられている
か確認し，対策が必要な点を書き加える。【７分】
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《ステップ３》

全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】

・各班１分程度でマニュアルへの追加点等を発表。

・各自の防災マニュアルに加筆する。
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《ステップ４》

班ごとの役割等を確認【５分】

（児童生徒及び教職員の安
否確認，警報の発表状況，
校区の被害状況，公共交通
機関の運行状況等）避難に配慮を要する生

徒の避難補助

※班ごとの役割を確認
加筆点を班内で共有

（例）
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《おわりに》

日頃から危機管理意識を高め，
子どもたちの安全確保に努めましょう。
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